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避難に地域の支援を必要とする方を対象に
「個別避難計画」の策定を進めています

問福祉課　☎22-1400

　本市ではこれまでも、先月号で紹介した避難行動要支援者登録名簿をもとに「避難行動要支援者避難
支援個別計画」の策定に取り組んでいます。平成29年度に市内3地区のモデル地区において「個別計画」
の策定を行い、平成30年度以降は３モデル地区の自主防災組織の取組を参考に、市内全ての地区での個
別計画策定を進めています。

「個別避難計画」の策定までの流れ

避難支援など関係者
（自主防災組織・民生委員児童委員・白石市社会福祉協議会・白石警察署・白石消防署・消防団・白石市医師会・白石市）

避難に支援を必要
とする方（要支援者）

地域で支援にあたる方
（避難支援者）

　これまでの個別計画は、登録名簿活用のための取組指針の一つとしてその策定については任意とする
扱いに位置づけられていましたが、令和３年５月20日施行の災害対策基本法改正により、法的根拠を伴
う「個別避難計画」として全市区町村に策定の努力義務が課されることになりました。
　「個別避難計画」についてはこれまでの個別計画同様に、その策定過程において「要支援者本人・家族」
と「避難支援者・近隣住民」との主体的な話し合いを行う場で、「自主防災組織を中心とした避難支援
等関係者がコーディネーターの役割」を果たしていくことが、個人やそれぞれの地域の実情に沿って機
能する実効性の高い計画の策定につながります。

●個別計画から個別避難計画へ

　避難行動要支援者一人一人の避難支援が、迅速かつ適切に行えるように
「誰が」・「どのような支援を行うのか」を「具体的に記載する」
ものです。

●個別計画とは

　個別避難計画の策定はお住まいの自治会（自主防災組織）にご相談ください。
　関係する市民の皆さまには、名簿登録への前向きな検討と、個別避難計画策定時の話
し合いへの積極的なご参加をお願いします。

主体的な話し合い

意向確認
候補者紹介

話し合いの調整
支援

候補者探し
避難支援の打診
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困
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６
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①
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れ
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に
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２
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２
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検
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０
０
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も
、
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、
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あ
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２
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き
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市
２
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て
ま
い
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。
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